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物 語 「與兵衛さんとゴンゲ（権現）様」（１） 轟木下 鈴木玲子

昔々、南部の轟木というところに、與兵衛さんという長者様が住んでおり、與兵衛さんから借りた田や畑

を耕す小作人やその家族たちが大勢暮らしておりました。

その轟木村の小高い丘にはお社があり、昔から村を災害から守っていて下さるというゴンゲ（権現）様が

奉られておりました。

ゴンゲ様に守られた村人たちは働き者で、朝から晩まで仕事に精を出し、広々とした田や畑には作物が

よく実るという豊かな村でありました。與兵衛さんも村人たちも困ったことがあると『ゴンゲ様に』、めでた

いことがあっても『ゴンゲ様に』と、いつもお参りを欠かすことなく、大切にしておりました。

そんなある晩のことでした。

「今夜は風が強いから、戸締まりや火の用心をしっかり頼みますよ。」と與兵衛さんに言われた使用人たち

は、屋敷中のあちこちを見て回り、火の始末もいつもより念入りにして床につきました。

風がピューピューと吹きすさぶ中、しだいに夜もふけて、みんながシーンと寝静まったころのことです。

不思議なことがおこりました。しっかり始末をしたはずの消し壺から『ポッ！』 と火が飛び出したのです。火

は床に落ち、ブスブスと静かに燃え広がっていきました。

昼の疲れもあってぐっすり寝込んでいる使用人たちは、台所で大変なことが起きているのに少しも気が

つきません。音もなく這うように火と煙が広がっていく、その時のことです。

どこからともなく「ピーッ、ピーッ、ピーッ、ピーッ」という物悲しい音が、かすかに聞こえて来ます。胸騒ぎ

を覚えた與兵衛さんは、寝間着の襟をかき寄せながら障子の戸を開け、廊下に出てみました。すると何と、

広い廊下一面、煙が立ち込め、あたりは何も見えないではありませんか。

「か、か、火事だー。」 與兵衛さんは腰をぬかさんばかりに驚きました。

「大変だー！、火事だー。火事だぞー！、みんな起きろー！」

與兵衛さんのただならぬ声に、寝ぼけまなこで起き出してきた使用人たちは

慌てふためきました。あたり一面、煙と火の海です。 （続きは次号で）
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